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多文化教育研究プロジェクト 連続セミナー
「多文化共生としての舞台芸術」

横山綾香

　連続セミナー「多文化共生としての舞台芸術」1 は、昨年度まで本学の教養科目として開
講されていたリレー講義「舞台芸術に触れる」を継承したイベントである。このリレー講
義は、外語祭で学生らが行う「語劇」を支援する目的で 2002年度に開始されたが、今年
度からは総合文化研究所主催のイベントとして学外にも公開されることになった。それに
伴って日本を含めた世界の演劇の現状や歴史、多様性、問題点をさまざまな視点から考察
するセミナーとして内容が拡充された。2021年は演劇研究者 2名と舞台芸術の現場に携
わる方 6名に御協力いただいて、zoomウェビナーを用いたオンラインセミナーを 4月か
ら 10月に合計 8回行った。
　第 1回はドイツ演劇研究者の平田栄一朗氏が「現代的演出」について講義を行った。演
出家の主たる仕事は戯曲を解釈することである。しかし、1960年代に劇場が議会では許
容されない政治思想をアピールする場となった結果、劇作家の意図や時代背景を大きく超
えた解釈によって演出家自身の考えを示した演劇が許容されるようになった。そうして生
まれた同一の戯曲を解釈した複数の演出を見比べる経験は、物事を知る際には（政治家・
報道・専門家などの）解釈を介すことが前提となっている現代社会を生きる上で必要な判
断力を養いうるという内容であった。
　第 2回は、国立ベトナム青年劇場芸術監督である杉山剛志氏が A.チェーホフの『桜の園』
を題材に戯曲解釈のデモンストレーションを行った。役が置かれた「状況」と「事件」（「状
況」を変化させる事象）を軸として戯曲を読み解くという手法が紹介された。その手法で戯
曲を読み直すと、『桜の園』の冒頭は召使いの男女が主人の帰りを待っているように見え
るが、実は召使いの男がプロポーズをする機会をうかがっている様子が明らかになるとい
う、ロシア文学に長く関わるものでも目から鱗が落ちる講義であった。
　第 3回は、東京演劇集団「風」演出家の江原早哉香氏が演劇の社会的課題とそれに対す
る劇団の取り組みを紹介した。演劇鑑賞には居住地や経済事情など多くの障壁が存在する
ため、文化資本を享受するうえで格差が拡大してしまう可能性を有している。「風」では
それに抗う活動として、海外の劇団との共同制作による街頭演劇、小中高生向けの巡回公
演、視覚・聴覚障害者向けに字幕や手話通訳を導入したバリアフリー演劇に取り組んでい
る。単なる活動紹介に留まらず、江原氏と劇団員が語り合う時間もあり、劇団の雰囲気や

1　本連続セミナーのポスター・日時・詳細は、特設ページに掲載されている。
http://www.tufs.ac.jp/research/seminars/gogekiseminar/

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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情熱が伝わるセミナーであった。
　第 4回はオペラ演出家の馬場紀雄氏による字幕のレクチャーが行われた。馬場氏は自身
で演出するオペラの字幕を自ら手がけている。字幕制作において製作者の創造性が発揮さ
れるのは台本の要約作業である。映画字幕のように観客があらすじを知らない場合は内容
を正確に伝えることを最優先する。しかしオペラのあらすじは観客にとって既知の内容で
あるため、字幕の自由度が高く、音楽に集中してほしい時には文字数を減らすなど演出の
意図を反映させることができる。オペラ字幕は照明や衣装のような演出家の解釈を観客に
伝えるためのツールであると馬場氏は述べている。
　第 5回はミュージカル脚本家・翻訳家の高橋知伽江氏が担当した。前半はミュージカル
における歌の役割を解説した。ミュージカルでは歌によって異なる時間・場所で起きてい
る事件を同時に見せられるため、複雑で繊細な状況をわかりやすく伝えられると高橋氏は
述べた。後半は多言語（日本語と外国語）が交わる作品の経験を話した。互いの言葉が通
じあわない場面の台詞をすべて日本語に訳すと状況が見えにくくなるため、翻訳者による
創意工夫がなされる。高橋氏が翻訳した、太平洋戦争中の日系アメリカ人を描いたミュー
ジカル『アリージャンス〜忠誠〜』では、英語が分からないおじいちゃんのために英語が
分かる孫が通訳する日本版オリジナルの台詞を追加したことが紹介された。5作品にわた
る舞台映像もあり、劇場に足を運びたくなる講演であった。
　第 6回は新国立劇場・元舞踊チーフプロデューサーの永田宜子氏が異文化接触がバレエ
に与えた効果を話した。バレエは身体を通した芸術であるため、国ごとの差異が無いよう
に思われがちである。実際には国ごとの個性が存在し、その差異がバレエ界を活性化させ
ている。もちろん現在では差別表現と捉えられる内容には必ずチェックが入り、大抵はカッ
トや振り付けや衣装の改訂といった対応がとられる。しかし人種やジェンダーの違いはバ
レエを豊かにする原動力であり、それぞれの強み・弱みを受け入れて、強みを打ち出せる
ような舞台を作ることが理想であると永田氏は述べていた。
　第 7回は能楽師の小早川修氏が担当した。能が表現するのは幽玄美の世界である。感覚
的境地や余情を重んじるため、能では徹底して具体的な表現が省かれる。能面で演者の顔
を隠してしまう。衣装の柄は簡素で種類も少なく、照明も大道具も用いない。脚本は七五
調のため言葉が省略される。あえて簡単には理解させないことで観客の想像力を掻き立て、
この世ならざる世界へと導く。能の鑑賞には「言語に頼り過ぎないことが重要。ノンバー
バルコミュニケーションという単語があるように言語が通じなくても理解することはでき
る」という指摘が印象的であった。
　第 8回は、連続セミナーの総括として演劇評論家の内野儀氏が日本演劇の現在について
講義を行った。日本の演劇は、新劇、アングラ・小劇場演劇、現代口語演劇などジャンル
が混淆しているが、いずれも日本の観客に向けて作品を作っていた。しかし、近年ではそ
のような作品から普遍的で社会性を持ったテーマが見出されてヨーロッパで脚光を浴びた
例も存在する。また、全世界的な傾向として、社会的な内容を訴える手段が「強度」（高
い芸術性）から「共感」（当事者性） 2へと移行し、芸術という制度の在り方が見直されている。

2　移民や難民の出自を持つアーティストからそれぞれの過酷な経験等を聞き、それを元に演劇を制作する。
実際に移民や難民が作品に役者として参加するといった例がある。
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日本ではコロナ渦によってジャンル混淆状態から「大同団結」が起こった。その結果「芸
術とエンタメ」「商業と非商業」といった名目的区分も失われて、「公共性」＝人文学的思
考の無効化に繋がるのではないかと指摘している。
　全 8回とも学外から登壇者を招待したが、本学のテーマである「多文化共生」に対して
多種多様なコメントを得ることができた。「異文化を理解する前に、どのように多様な世
界と関わるべきか自分自身の価値観を確立させることが肝要」など、「多文化共生」＝「異
文化理解」となりがちな本学ではあまり見られない鋭い指摘が為されたことが印象的で
あった。
　オンライン開催の効果か、学外からも舞台芸術に関心を持つ方が多数参加し、質疑応答
でも登壇者との積極的なやりとりが行われた。本学の性質上、世界各国の舞台芸術事情に
対するオーディエンスの関心が高かったが、特にアジア圏がカバー出来ていなかったとい
う問題点が残った。

多文化教育研究プロジェクト 連続セミナー
「多文化共生としての舞台芸術」
第 1回「現代的演出」
日時：2021年 4月 26日（月）18:00〜 19:30
講師：平田栄一朗（慶應義塾大学文学部教授）

第 2回「戯曲の読み方」
日時：2021年 5月 20日（木）17:40～ 19:10
講師：杉山剛志（演出家、国立ベトナム青年劇場芸術監督）

2021年4月26日（月）18:00～19:30
●

●

●

●

●

主催 ： 総合文化研究所  /  共催 ： 語劇支援室

多文化共生としての

多文化教育プロジェクト  連続セミナー

Zoomウェビナーでのオンライン開催

現代的演出
第1回

演劇学・ドイツ演劇研究。1997年慶應義塾大学文学研究科博士課程
満期退学後、1998年から2000年までベルリン・フンボルト大学に在籍。
博士（文学）。慶應義塾大学准教授を経て2012年より現職。主な著訳書：
『ドラマトゥルク』（三元社）、『在と不在のパラドックス――日欧の
現代演劇論』（三元社）、『文化を問い直す――舞台芸術の視座から』
（共編著、彩流社）、『Theater in Japan』（共編著、Theater der Zeit社）、
『ニーチェ 三部作』（翻訳、論創社）、『バルコニーの情景』（翻訳、論創
社）、『パフォーマンスの美学』（共訳書、論創社）、『ポストドラマ演劇』
（共訳書、同学社）。

Profile

使用言語：日本語
参加費：無料
事前申し込みが必要です。（本学学生優先。先着受付順）
参加ご希望の方は、4月23日（金）17:00（日本時間）までに、
右の二次元バーコードを読み取り、参加登録フォーム
より事前登録をお願いいたします。
ホームページからも登録できます。

多文化教育プロジェクト  連続セミナー予 告
第2回  「脚本の読み方」杉山剛志（ベトナム国立劇場芸術監督）
第3回  「演出」未定
第4回  「字幕」未定
第5回  「ミュージカル」高橋知伽江（脚本家、翻訳家）
第6回  「舞踊」未定
第7回  「日本の古典演劇」未定
第8回  「日本の現代演劇」内野儀（学習院女子大学教授）

演出家の社会的意義は共生社会の幕開けと密接に関わって
います。ヨーロッパ演劇界に著名な演出家が登場し始めた
19世紀末から20世紀初頭は、多様な人々が共に暮らす
大衆社会が出現し、電信電話などのメディアコミュニケー
ション時代が到来し、肉眼では見えないものを映し出すレント
ゲン技術が発明された時代でした。現実世界が多様化・
複雑化したことに的確に応えるべくして、演劇界でも演出家
という職分が必要になりました。演出家はまた19世紀末に
始まった映画と同様、俳優との共同作業を行う点において
映画監督と似ていますが、いくつかの点において大きく
異なるところがあります。本セミナーではヨーロッパ演劇史
を踏まえながら、舞台芸術における演出の必要性と意義に
ついて解説します。

講師 平田 栄一朗（慶應義塾大学文学部教授）

平田栄一朗

問い合わせ先：● nukyoko@tufs.ac.jp（沼野恭子）

http://www.tufs.ac.jp/event/2021/210406_1.html

東京外国語大学

2021年5月20日（木）17:40～19:10
●

●

●

●

●

主催 ： 総合文化研究所  /  共催 ： 語劇支援室

多文化共生としての

多文化教育プロジェクト  連続セミナー

Zoomウェビナーでのオンライン開催

戯曲の読み方
第2回

演出家・国立ベトナム青年劇場 芸術監督。パリ・コンセルヴァトワールの
教授から体系的な俳優教育を5年間受け、その後、ロシア国立モスソヴィエト
劇場の芸術副監督演出家ユーリー・エリョーミン氏に師事。演劇の本場
モスクワで演出を学ぶ。国内公演の他、海外フェスティバルへの招聘多数。
ステーリノ・ポゾリェ国際演劇祭で入賞（セルビア 2015）。ベトナム国際
演劇祭で最優秀演出家賞、最優秀作品賞を受賞（2016）。ベトナム国立劇場で
演出をした作品は国立劇場のレパートリーとして現在も上演され続けて
いる。ベトナム国際演劇祭で最優秀作品賞を受賞（2019）。テアトロ演劇賞
正賞を受賞（2020）。2021年に国立ベトナム青年劇場の芸術監督に就任。

Profile

使用言語：日本語
参加費：無料
事前申し込みが必要です。（本学学生優先。先着受付順）
参加ご希望の方は、5月19日（水）17:00（日本時間）までに、
右の二次元バーコードを読み取り、参加登録フォーム
より事前登録をお願いいたします。
ホームページからも登録できます。

多文化教育プロジェクト  連続セミナー予 告

戯曲を手にした時、演出家や俳優にはそれ以外の人たちとは
異なる読み方があります。それは演出家がその場面で何が
起こっているのかを理解したり、俳優が役の人物を演じる為に
必要な具体的な要素を戯曲から読み解くことを助けてくれ
ます。本セミナーでは「俳優の芸術性とは何か」についてや、
「生きる演技を生み出す為には戯曲の何に焦点を合わせ、
どんなアプローチの仕方が役に立つのか」についてチェーホフ
の『桜の園』の一幕の冒頭場面を使って解説します。
戯曲が苦手な方や、演技に直結する戯曲の読み解き方を知
りたい方、創造の可能性をもう一歩先に広げたい演出家の
方はぜひ奮ってご参加ください。

※なお、このセミナーはリレー講義「世界文学に触れる」と合同で行われます。

講師 杉山剛志〈すぎやま つよし〉（演出家、国立ベトナム青年劇場 芸術監督）

杉山 剛志

問い合わせ先：● nukyoko@tufs.ac.jp（沼野恭子）

http://www.tufs.ac.jp/event/2021/210427_1.html

東京外国語大学

第3回 「演出」江原早哉香（演劇集団「風」演出担当）
第4回 「字幕」未定
第5回 「ミュージカル」高橋知伽江（脚本家、翻訳家）
第6回 「舞踊」永田宜子（新国立劇場 前研修主管参事（元舞踊チーフプロデューサー））
第7回 「日本の古典演劇」
第8回 「日本の現代演劇」内野儀（学習院女子大学教授、アメリカ演劇・日本現代演劇）
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第 3回「『演劇』を考える」
日時：2021年 6月 7日（月）17:50～ 19:20
講師：江原早哉香（「東京演劇集団風」演出家）

第 4回「字幕の考え方」
日時：2021年 7月 15日（木）18:00～ 19:30
講師：馬場紀雄（オペラ演出家）

第 5回「ミュージカル」
日時：2021年 8月 18日（水）18:00～ 19:30
講師：高橋知伽江（脚本家、翻訳家）

	

	

2021年6月7日（月）17:50～19:20
●

●

●

●

●

主催 ： 総合文化研究所  /  共催 ： 語劇支援室

多文化共生としての

多文化教育プロジェクト  連続セミナー

Zoomウェビナーでのオンライン開催

「演劇」を考える
第3回

「東京演劇集団風」演出家。日本大学芸術学部演劇学科を2007年に卒業
後、東京演劇集団風に入団。演出と同時に、海外アーティストとの協働
や全国公演のプロデュースも行う。ルーマニア出身フランス在住の劇
作家マテイ・ヴィスニユック作品を多く演出している。演出作『なぜ ヘ
カベ』『母が口にした「進歩」』『記憶の通り路』ほか

Profile

使用言語：日本語
参加費：無料
事前申し込みが必要です。（本学学生優先。先着受付順）
参加ご希望の方は、6月6日（日）17:00（日本時間）までに、
右の二次元バーコードを読み取り、参加登録フォーム
より事前登録をお願いいたします。
ホームページからも登録できます。

多文化教育プロジェクト  連続セミナー予 告

常々、私たちが「舞台芸術」を見る・触れる・創るためには、
たくさんの壁・困難がつきまとっています。現在の「演劇」には、
多様な文化・経験を否定してしまう危険性、つまり「多文化共生」
の全く正反対へと進んでしまう可能性も秘めているのです。
これから「演劇づくり」に向かう皆さんと、まず、「演劇」が持つ
社会的課題を明らかにし、その困難を認識することから始め
たいと思います。そして、その困難に抗うため、さまざまな
時代、さまざまな環境で試みられているいくつかの実践を取り
上げます。
一瞬であっても、互いのことを認め合い、共に生きる「演劇」が
本当に可能なのか― 皆さんと一緒に考えてみたい、そう思っ
ています。

講師 江原 早哉香〈えはら さやか〉（「東京演劇集団風」演出家）

江原 早哉香

問い合わせ先：● nukyoko@tufs.ac.jp（沼野恭子）

http://www.tufs.ac.jp/event/2021/210607_1.html

東京外国語大学

第4回 「字幕」馬場紀雄（オペラ演出）
第5回 「ミュージカル」高橋知伽江（脚本家、翻訳家）
第6回 「舞踊」永田宜子（新国立劇場 前研修主管参事（元舞踊チーフプロデューサー））
第7回 「日本の古典演劇」
第8回 「日本の現代演劇」内野儀（学習院女子大学教授、アメリカ演劇・日本現代演劇）

2021年7月15日（木）18:00～19:30
●

●

●

●

●

主催 ： 総合文化研究所  /  共催 ： 語劇支援室

多文化共生としての

多文化教育プロジェクト  連続セミナー

Zoomウェビナーでのオンライン開催

字幕の考え方
第4回

オペラ演出家。藤原歌劇団でA・マダウ・ディアツ、ベッペ・デ・トマージ、
ピエール・ルイジ・ピッツィらの演出助手として研鑽の後、文化庁芸術
家在外研修員、財)ロームミュージックファンデーション在外研修生
として渡欧、イタリア・スペイン各地の歌劇場で演出助手として研鑽。
アルファーノ「シラノ・ド・ベルジュラック」「復活」、ゲッツ「じゃじゃ
馬ならし」、ジョルダーノ「戯言の饗宴」、レスピーギ「ベルファゴール」
の日本初演をはじめ、藤原歌劇団公演「トスカ」、日本オペラ協会
「静と義経」「紅天女」(新作初演)等、百を超えるオペラ公演で演出。その
うち、外国語作品のほとんどで字幕を担当している。昭和音楽大学・
大学院講師。

Profile

使用言語：日本語
参加費：無料
事前申し込みが必要です。（本学学生優先。先着受付順）
参加ご希望の方は、7月14日（水）17:00（日本時間）までに、
右の二次元バーコードを読み取り、参加登録フォーム
より事前登録をお願いいたします。
ホームページからも登録できます。

多文化教育プロジェクト  連続セミナー予 告

外国語の舞台作品（演劇・オペラ・ミュージカル）や映画のために
つけられる字幕は、そのままでは理解できない言語の内容や
ロジックを伝えるという重要な機能をもっています。しかし、それだけ
ではなく、作品そのもののジャンルとしての性格を理解させるための
課題を担うとともに、演出のツールとしての側面ももっています。
「音楽によるドラマ （Dramma per musica）」としてのオペラの字幕は、
劇のための字幕であると同時に、音楽作品のための字幕でもある
のです。音楽そのものはたしかに言葉の壁を越えるものですが、
字幕は、音楽の中の言葉を理解する手助けとなるだけではなく、
「音楽によるドラマ」という全体を理解させる作用も果たしています。
こうしたオペラ字幕の特質を、ボーマルシェ～モーツァルト《フィガロ
の結婚》やシェイクスピア～ヴェルディ《オセロ(オテロ)》など、戯曲
原作を持つ作品との比較等を通して解説します。

講師 馬場  紀雄〈ばば のりお〉（オペラ演出）

馬場 紀雄

問い合わせ先：● nukyoko@tufs.ac.jp（沼野恭子）

http://www.tufs.ac.jp/event/2021/210715_1.html

東京外国語大学

第5回 「ミュージカル」高橋知伽江（脚本家、翻訳家）

第6回 「舞踊」永田宜子（新国立劇場 前研修主管参事（元舞踊チーフプロデューサー））

第7回 「日本の古典演劇」

第8回 「日本の現代演劇」内野儀（学習院女子大学教授、アメリカ演劇・日本現代演劇）

2021年8月18日（水）18:00～19:30
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主催 ： 総合文化研究所  /  共催 ： 語劇支援室

多文化共生としての

多文化教育プロジェクト  連続セミナー

Zoomウェビナーでのオンライン開催

ミュージカル
第5回

東京外国語大学ロシア語科卒。フリーランスで演劇台本の執筆、
翻訳、訳詞を手がける。なかでも『誓いのコイン』『手紙』『生きる』
等オリジナルミュージカルの創作に力を入れ、来年開幕の劇団
四季『バケモノの子』で脚本を担当。『アナと雪の女王』等ディズ
ニー映画の訳詞多数。本年、翻訳・訳詞をした舞台は『アリージャ
ンス～忠誠～』、『アナと雪の女王』等。第4回小田島雄志・翻訳戯曲
賞、第23回読売演劇大賞優秀スタッフ賞受賞。

Profile

使用言語：日本語
参加費：無料
事前申し込みが必要です。（本学学生優先。先着受付順）
参加ご希望の方は、8月17日（火）17:00（日本時間）までに、
右の二次元バーコードを読み取り、参加登録フォーム
より事前登録をお願いいたします。
ホームページからも登録できます。

多文化教育プロジェクト  連続セミナー予 告

ミュージカルと音楽劇の違いをご存じでしょうか。ミュージカル
は芝居に歌やダンスが加わっただけと誤解している方、
多いのではないでしょうか。身近なようで実はあまり理解され
ていないこのジャンルに親しんでいただくために、ミュージ
カルにおいて「歌」がどのような力を持っているのか、どのよう
な飛躍が可能になるのかを実例をあげながらご説明したい
と思います。また、「多文化共生」という本セミナーのテーマを
鑑みて、舞台上で二つの言語（日本語＋外国語）が話される
2作品を例にとり、どのようにコミュニケーションまたは
ディスコミュニケーションを描くか、舞台ならではの難しさの
一端に触れていただきます。

講師 高橋  知伽江〈たかはし ちかえ〉（脚本家、翻訳家）

高橋 知伽江

問い合わせ先：● nukyoko@tufs.ac.jp（沼野恭子）

http://www.tufs.ac.jp/event/2021/210818_1.html

東京外国語大学

第6回 「舞踊」永田宜子（新国立劇場 前研修主管参事（元舞踊チーフプロデューサー））

第7回 「日本の古典演劇」小早川修（能楽師）

第8回 「日本の現代演劇」内野儀（学習院女子大学教授、アメリカ演劇・日本現代演劇）
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第 6回「舞踊」
日時：2021年 8月 31日（火）14:00～ 15:30
講師：永田宜子
（新国立劇場 前研修主管参事（元舞踊チーフプロデューサー））

第 7回「日本の古典演劇」
日時：2021年 9月 28日（火）17:00～ 18:30
講師：小早川修（能楽師）

第 8回「日本の現代演劇」
日時：2021年 10月 25日（月）18:00～ 19:30
講師：内野儀（学習院女子大学文化交流学部教授）

	

	

2021年8月31日（水）14:00～15:30
●

●

●

●
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主催 ： 総合文化研究所  /  共催 ： 語劇支援室

多文化共生としての

多文化教育プロジェクト  連続セミナー

Zoomウェビナーでのオンライン開催

舞   踊
第6回

早稲田大学教育学部卒業。1988年から1996年まで牧阿佐美バレエ団勤務。1994年
11月から3ヶ月間文化庁芸術家在外研修生として欧米8ヵ国20余の劇場やバレエ
団の実情を調査研究。1996年に新国立劇場に入り新国立劇場バレエ団の立ち上げ
を行う。劇場開場の1997年から2011年までの全バレエ公演に係ったほか、2005年
からは舞踊チーフプロデューサーとして、バレエ部門とともにコンテンポラリー
ダンス部門の責任者を務める。2011年から2020年は劇場の次世代芸術家育成機関
･研修主管でオペラ、バレエ、演劇の３研修所を統括。劇場外の主な活動は、日本芸
能実演家団体協議会･芸能推進委員会委員(1991年)、文化庁地域文化施設の在り方
に関する調査委員会委員(1995年)等で地域と劇場連携についての提言。また、東京
外国語大学、武蔵野美術大学、昭和音楽大学、北海道教育大学の特別講師として、
「劇場のアートマネージメント」「舞台芸術の楽しみ方」「バレエ制作現場と次世代
芸術家育成」などをテーマとした講演を行っている。

Profile

使用言語：日本語
参加費：無料
事前申し込みが必要です。（本学学生優先。先着受付順）
参加ご希望の方は、8月30日（月）17:00（日本時間）までに、
右の二次元バーコードを読み取り、参加登録フォーム
より事前登録をお願いいたします。
ホームページからも登録できます。

多文化教育プロジェクト  連続セミナー予 告

太古の昔から人々は踊ってきました。すべての民族は固有の舞踊（ダンス）
を持つといわれ、舞踊の歴史は人類の歴史と重なります。日本では、古事記
や日本書紀に弟スサノオノミコトの悪戯に手を焼いて天岩戸に身を隠した
天照大神がアメノウズメノミコトの踊りにより再び姿を現したことが記され
ています。世界では、スペインやフランスの洞窟に残された25,000年ほど前
の旧石器時代の壁画に人々が踊る姿が描かれています。バレエはそうした
舞踊史の中で比較的新しく、500～600年ほど前のイタリア文芸復興期に
誕生しました。現在、世界の多くの国は国を代表するプロダンサーを擁する
バレエ団をもち、舞台活動を展開しています。本セミナーでは、知っている
ようで知らなかったバレエの変遷と興隆の歴史についてお話しながら、
社会とともに人間の身体のあり様がいかに変化したかに迫ります。また、
世界のバレエ界に共通するバレエを踊るための体･技･心に触れつつ、私が
「バレエ的発想」とよぶ考え方に言及したいと思います。2021年を生きる
私たちは、環境、エネルギー、感染症などの地球規模の問題に直面して
いますが、バレエとその歴史を知ることで多文化共生の意義や未来を切り
開くためのヒントを見つけられたら幸いです。

講師 永田  宜子〈ながた よしこ〉（新国立劇場 前研修主管参事（元舞踊チーフプロデューサー））

永田 宜子

問い合わせ先：● nukyoko@tufs.ac.jp（沼野恭子）

http://www.tufs.ac.jp/event/2021/210831_1.html

東京外国語大学

第7回 「日本の古典演劇」小早川修（能楽師）

第8回 「日本の現代演劇」内野儀（学習院女子大学教授、アメリカ演劇・日本現代演劇）

バレエの変遷と現在

（ながたよしこ）

2021年9月28日（火）17:00～18:30
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主催 ： 総合文化研究所  /  共催 ： 語劇支援室

多文化共生としての

多文化教育プロジェクト  連続セミナー

Zoomウェビナーでのオンライン開催

日本の古典演劇
第7回

Profile

使用言語：日本語
参加費：無料
事前申し込みが必要です。（本学学生優先。先着受付順）
参加ご希望の方は、9月27日（月）17:00（日本時間）までに、
右の二次元バーコードを読み取り、参加登録フォーム
より事前登録をお願いいたします。
ホームページからも登録できます。

多文化教育プロジェクト  連続セミナー予 告

講師 小早川  修〈こばやかわ  おさむ〉（能楽師）

小早川  修

問い合わせ先：● nukyoko@tufs.ac.jp（沼野恭子）

http://www.tufs.ac.jp/event/2021/210928_1.html

東京外国語大学

第8回 「日本の現代演劇」内野儀（学習院女子大学教授、アメリカ演劇・日本現代演劇）

【概要】

（こばやかわおさむ）

1984年
1986年

1968年
1976年
2003年

現代邦楽家とのコラボレーション等も行なっている。

東京藝術大学音楽部邦楽科卒
同大学院音楽研究科修士課程能楽専攻修了。
日本能楽会会員
「鞍馬天狗」花見で初舞台
「小袖曽我」にて初シテ「乱」「石橋」「道成寺」「翁」を披く
芸名として小早川姓を継承

高砂音読動画
能の演目について（神男女狂鬼 五番仕舞 実演）
能の美術（能面・装束・舞台について）
能の音楽（謡・囃子・拍子・間について）
能と文学（能と物語・和歌について  夢幻能について）
能の身体（ 能と武道  姿勢・歩き方・舞の実技体験）
能の思想（能と東洋思想  潜在意識 について）
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2021年10月25日（月）18:00～19:30
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●

主催 ： 総合文化研究所  /  共催 ： 語劇支援室

多文化共生としての

多文化教育プロジェクト  連続セミナー

Zoomウェビナーでのオンライン開催

日本の現代演劇
第8回

1957年京都生まれ。東京大学大学院人文科学研究科修士課程修了（米
文学）。博士（学術）。岡山大学講師、明治大学助教授、東京大学教授を
経て、2017年4月より学習院女子大学教授。専門は表象文化論（日米現代
演劇）。著書に『メロドラマの逆襲』（1996）、『メロドラマからパフォー
マンスへ』（2001）、『Crucible Bodies』 (2009)。『「Ｊ演劇」の場所』（2016）。
公益財団法人セゾン文化財団評議員、公益財団法人神奈川芸術文化財団
理事、福岡アジア文化賞選考委員（芸術・文化賞）、ZUNI Icosahedron 
Artistic Advisory Committee委員（香港）。日本アメリカ文学会編集
委員、「TDR」誌編集協力委員。

Profile

使用言語：日本語
参加費：無料
事前申し込みが必要です。（本学学生優先。先着受付順）
参加ご希望の方は、10月24日（日）17 : 00 （日本時間）
までに、右の二次元バーコードを読み取り、参加登録
フォームより事前登録をお願いいたします。

「日本の現代演劇」という題自体、かなり曖昧です。
「日本の」って ？ 「現代」って ？ 「演劇」って ？  でも、皆さんの
脳裏には、これこそが「日本の」だったり、「現代」だったり、
「演劇」だったりする何かが、思い浮かんでいるでしょう。
私の話では、それを否定も肯定もしません。ただ、ちょっと
上から、あ、いや、「上から目線」は嫌われるから、「全体が
見渡せる場所」に立つ勇気を出そうと思います。それで、
共生というよりも分断なる形容がふさわしいかもしれない
「日本の現代演劇」について、一緒に考えられたらと思って
います。

講師 内 野    儀（学習院女子大学 文化交流学部教授、アメリカ演劇・日本現代演劇）

内  野　儀

●

●

ホームページからも登録できます。

問い合わせ先：
nukyoko@tufs.ac.jp（沼野恭子）

http://www.tufs.ac.jp/event/2021/211025_1.html

東京外国語大学

（うちの ただし）

〈うちの  ただし〉


